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研究成果の概要： 
国語の教科書をデータベースにして，日本語の文章の読み易さを計量化し，数値で示すことが

できる式を構築した。この式により，当該テキストが小学 1年から中学 3年までのどの学年レ

ベルに近いかを判定することができる。式は，学年=-0.148＊文章中の平仮名の割合+1.585＊1

文の平均述語数-0.117＊1文の平均文字数-0.126＊1文の平均文節数+15.581 である。 

 
 
交付額 
                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 
２００７年度 7,300,000 2,190,000 9,490,000 

２００８年度 8,300,000 2,490,000 10,790,000 

年度  

年度  

  年度  

総 計 15,600,000 4,680,000 20,280,000 

 
 
研究分野：総合領域 
科研費の分科・細目：教育工学 
キーワード：リーダビリティー，日本語，文章理解，形態素解析，文章の難易，ソフトウエア 
 
１．研究開始当初の背景 

 

海外には，英語，スペイン語，フランス語，
韓国語，中国語，ベトナム語，デンマーク語，
ヘブライ語を初めとする多くの言語におい
て，文章の読み易さを公式で表わす方法が
200 以上もあり，無料でダウンロードできる
もの，ソフトウエアとして販売しているもの
があるが，日本語では，本格的なリーダビリ
ティー公式が存在せず，誰でも使えるような
ツールがなかった。 
 

２．研究の目的 
(1)日本語の文章のリーダビリティー公式を
構築すること。本研究での公式とは，小学 1
年から中学 3年までのレベルを判定する式の
ことである。 
(2)公式をコンピュータに実装し，インターネ
ットで公開することにより，誰でも簡単に文
章の難易判定ができること。 
 
 
 



 

 

３．研究の方法 
(1)国語教科書を小学校 1 年生から高校 3 年
生まで電子ファイル化し，コンピュータで文
字数，文字種の割合，述語の数，語種の割合，
文節の数を分析した。その結果，図 1及び図
２に示したように，テキストを構成する要因
は，学年が上がるに連れて上昇または下降の
傾向にあることが示されたので，線形重回帰
分析を用いて，学年を判定する式を構築する
ことにした。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図１ 学年ごとの文字種の割合 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 2  1 文当たりの文字数・文節数・述語数 
 
(2)テキスト要因の分析から，学年を従属変
数とし，1文の平均文字数，文節数，述語数，
平仮名の割合を説明変数として，重回帰分析
を行い，以下の学年判定式ができた。 
 

Y=-0.148X1+1.585X2-0.117X3-0.126X4+15.581 

Y=学年 

X1＝文章中の平仮名の割合 

X2＝1 文の平均述語数 

X3＝1 文の平均文字数 

X4＝1 文の平均文節数 
 

４．研究成果 
本研究により構築された判定式をコンピ

ュータプログラムとして実装し，インターネ
ットで公開した。この公式を構築したことで，
教育現場で国語テストを作成する際のテキ
ストの難易測定に役立っているという声が
寄せられている。また，小学生中学生の推薦
図書を選ぶ際にも大いに役立っている。図 3
は 2008 年のベストセラー「ホームレス中学
生」を本研究で作られたツールで測定した結
果の一部である。 
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図 3 「ホームレス中学生」の測定結果 
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